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PrRu4Sb12､PrOs4Sb12の Sb-NQRによる研究
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最近､Pr系スクッテルダイ ト化合物 PrOs4Sb12において Tc ～ 1.85Kの超伝導と

比熱等か ら重い電子系の振舞 いが確認 された｡[1] pros4Sb12では帯磁率､比熱の

結果から非クラマース 2重項のr3が基底状態であり､4極子モーメントの相関がこ

の系における重い電子系の振舞いと超伝導の起源に影響 している可能性が示唆され

ている｡[1]

我々はこの PrOs4Sb12における重い電子系の振舞いと超伝導の起源を明 らかにす

るために Sb-NQR を用いて研究を行った｡超伝導状態において､スピン-格子緩和

率(1/Tl)は指数関数的な温度変化 を示 したが､Tc直下にコヒー レンスピークは確認

されなかった｡これはこの系が等方的な超伝導ギャップを持つが､単なる BCS超伝

導ではないことを示唆する｡類似物質 PrRu4Sb12等 との比較 も行い､ 4極子モーメ

ン トの揺 らぎが超伝導に寄与している可能性について議論する｡
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